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1. 基本事項 

 

事業の名称 
「スマートシティ くれ」の推進による 

都市のリ・デザインとブランド力の向上 

事業主体の名称 ＫＵＲＥスマートシティコンソーシアム 

事業主体の構成員 

地方公共団体代表：呉市 

民間事業者等代表：復建調査設計株式会社 

そ の 他 構 成 員：広島大学 

呉工業高等専門学校 

実行計画の対象期間 令和３年～令和２９年 
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2. 対象区域 

(1) 対象区域 

広島県呉市【先行エリア：呉駅周辺地域】 

 

(2) 対象区域の概況 

本市は，瀬戸内海のほぼ中央部，広島県の南西部に位置し，瀬戸内海に面する陸地部と倉

橋島や安芸灘諸島などの島しょ部で構成されている。 

市域面積は 352.81 ㎢で，陸地部と島しょ部（倉橋島，鹿島，下蒲刈島，上蒲刈島，豊島及

び大崎下島）は，架橋により陸続きとなっており，東西方向に約 38.1km，南北方向に約 33.1km

と広がる市域は，瀬戸内海で最も長い約 300km の海岸線を有している。 

呉市は広島市に近接し，当圏域における連携中枢都市機能の一部を担っている。 

地形的には，陸地部の北部に灰ヶ峰，野呂山を始め，標高 300ｍから 800ｍ前後の山が連な

り，市域全体を通じて平たん地が少なく，市街地や集落が分断された形となっている。 

特に，呉駅周辺の中心市街地を取り囲むように，狭隘道路が複雑に入り組んだ斜面市街地

が形成されている。 

 

面積：352.81 ㎢     人口：217,289 人(R3.1 末) 

 

 

 

■ 呉市位置図 
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■ 呉市の地勢 
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3. 区域の現状と課題 

3.1 呉市の現状・課題 

第５次呉市長期総合計画などを基に，呉市の現状・課題を整理した。 

(1) 子育て・教育分野 

◎ 少子化への対応 

子育てや教育にかかる経済的な負担や子育てへの不安，仕事との両立の悩みなど様々な

要因が，若い世代の結婚から妊娠，出産，子育てまでの希望の実現を難しくしている。若

い世代が安心して子どもを産み育てることができる，まちづくりが必要となっている。 

◎ ＩＣＴ教育の推進 

グローバル化や情報化など，社会が急激に変化する中で，変化に向き合い，新たな価値

を創造する力など，子どもたちの未来につながる資質や能力を伸ばす教育が求められてい

る。また，いじめや不登校への対応，特別支援教育の充実，ＩＣＴを活用した教育の推進

などが必要となっている。 

(2) 福祉保健分野 

◎ 高齢化への対応 

人口のボリュームゾーンが高齢側へシフトしており，全国に先駆けて高齢化が進行し，

高齢化率30％台半ばの高い水準となっている。このため，必要に応じて医療や介護サービ

スなどが提供され，住み慣れた地域で安心して生活できるまちづくりの実現が求められて

いる。 

◎ 健康づくりの推進 

市民の健康づくりや高齢者のフレイル予防，呉市が全国のモデルとなった，健診・医療

情報等の分析に基づき，効果的な保健事業を提供するデータヘルスなどの推進などによ

り，市民の健康寿命の延伸を図っていくことが求められている。 

(3) 市民生活・防災分野 

◎ 市民主体のまちづくり 

地域の課題解決に対する市民ニーズは多様化し，行政だけでの対応が難しくなってい

る。また，人口減少や高齢化などに伴い，まちづくり活動の担い手や参加者が減少してい

る。このような中，多様な人々による協働により，自主的で自立したまちづくりを実現す

るとともに，全ての市民が安心して暮らし，活躍することができる地域社会の形成が求め

られている。 

◎ 防災機能の強化 

平成30年７月豪雨災害を教訓として，当該災害で多くの市民が避難指示後も避難行動を

起こさなかったことへの取組や気象情報・避難情報の周知方法，避難環境の改善などにつ

いての検討が必要となっている。 
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(4) 文化・スポーツ分野 

◎ 伝統文化の継承 

文化芸術に参加（鑑賞）する機会の拡充や文化財の適正な保存と活用，祭りなどの地域

の伝統文化の継承が課題となっている。 

◎ スポーツ活動ニーズの対応 

子どもから高齢者まで，それぞれのライフステージに応じたスポーツ活動のニーズが多

様化している。このような中，指導者の高齢化やその後継者不足，トップアスリートの育

成などが課題となっている。 

(5) 産業分野 

◎ 経営・生産基盤の強化 

市内中小企業・小規模企業では，人口減少や海外との競争が激化する中，人材確保も難

しい状況が続いており，経営基盤の強化や事業承継が課題となっている。農水産業では，

生産者等の減少などによる生産基盤の脆弱化や価格の低迷などによる収益力の低下などが

課題となっている。 

◎ 観光消費額の拡大 

市内の観光振興に向け，滞在型や繰り返し訪れる観光客，一人当たりの消費額を増加さ

せることなどが課題となっている。 

(6) 都市基盤分野 

◎ 公共交通の維持 

人口が減少する中で，市街地においても人口密度の低下が懸念されている。また，高齢

化の進行により，交通弱者が増加しているものの，公共交通利用者は総体的に減少してお

り，生活交通を始めとする公共交通を適切に維持していく必要がある。 

◎ 公共インフラの適切な維持管理 

平成30年７月豪雨災害では，主要道路や公共交通機関が被害を受け，市民生活や経済活

動に大きな影響を及ぼした。この教訓を踏まえ，道路や橋梁など，老朽化する公共インフ

ラの適切な維持管理の推進が必要となっている。 

(7) 環境分野 

◎ 温室効果ガスの削減 

温室効果ガス排出量は，平成25年度から平成28年度で0.1％削減に留まっており，令和

12年度までの中期削減目標である“26％”を大きく下回っている。このため，市民や企業

などが一体となった温室効果ガスの排出削減に向けた取組の推進や環境に配慮した行動が

できる人材を育成する環境教育・環境学習の充実等が必要となっている。 

◎ ごみの減量化推進 

市内のごみの減量化については，指定ごみ袋制度（ごみの有料化）導入以降は減少傾向

にあったが，近年，おおむね横ばい状況が続いている。今後についても，大きな効果が期

待できないことから新たな施策の展開が必要となっている。 
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(8) 行政経営分野 

◎ 住民サービスの維持向上 

人口減少や少子高齢化が進む中で，新たな行政需要に的確に対応していくことが求めら

れている。このため，健全な財政運営や職員数の適正化，公共施設等の更新，統廃合，長

寿命化などを進める必要がある。 

◎ 高速通信網の整備 

ＩＣＴが急速に進歩する中，高速通信網の未整備地域があり，市民生活や企業活動等に

影響が出ている。 

 

 

 

 

  



- 7 - 

3.2 平成 30 年 7 月豪雨災害の教訓 

呉市では，平成 30年 7 月豪雨災害により，人的被害や家屋の倒壊，断水や浸水，土砂の流

出，交通ネットワークの遮断など甚大な被害を受けた。 

      

 

■ 呉市の被災状況 

 

特に，土砂災害により，市内幹線道路が通行止めとなり，市内各所で深刻な渋滞が発生し

た。 

 

■ 被災した国道 31 号及びＪＲ呉線 

  

国道 31 号とＪＲ呉線が被災し，

広島～呉を結ぶ重要なルートを

失った 

https://www.cgr.mlit.go.jp/photo/h3007gouu/higai/00008.jpg
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このような中，ＪＲ代行バスが緊急通行する災害時ＢＲＴが運行され，市民や通勤者の足

を確保し，公共交通の必要性が再認識された。 

 

 

■ 災害時ＢＲＴにより呉 I.C から広島呉道路に進入するバス 
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■トピック：平成30年7月の豪雨災害に関する住民アンケート調査結果 

 ○平成 30 年 7 月の豪雨災害後に実施した住民アンケート調査（天応・安浦地区）では，今後の

災害対策への要望として，地域住民からは，次のような取組を求める意見が多く，早急な対

応が求められている。 

   ・災害時の情報伝達機能の充実 

   ・避難場所の充実 

   ・避難経路の確保 

 

       

 

     
 

資料：平成 30 年 7月豪雨からのまちの復旧・復興に向けた被災状況等調査業務 報告書より 

 

災害からの安全性

68%

災害時の情

報伝達

13%

避難路の確保

4%

避難場所の充実

9%

教育環境

1%

交通の利便性

4%

店舗等の利便性

0% その他

1%

N=134人

災害からの安全性

58%災害時の情報伝

達

17%

避難路の確保

2%

避難場所の充実

8%

教育環境

2%

交通の利便性

3%

店舗等の利便性

8%

その他

2%

N=130人

災害からの安全性

62%
災害時の情

報伝達

10%

避難路の確保

0%

避難場所の充実

14%

教育環境

0% 交通の利便性

14%

店舗等の利便性

0%

その他

0%

N=21人

天応地区 安浦（中央，内海） 

安浦（中畑，下垣内，原畑） 
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3.3 緊急性を増している課題 ～公共交通の維持～ 

 

 

市内の路線バスは，広島電鉄株式会社，中国ジェイアールバス株式会社，瀬戸内産交株式

会社，さんようバス株式会社により運行されている。（令和元年 10月時点） 

バス路線には，呉市と広島市又は東広島市，熊野町を結ぶ広域系統と市内完結系統がある。 

 
資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

■ 呉市の路線バスの運行便数 

 

市域の大半を担う広島電鉄株式会社の路線バス乗車人員は，減少率は低くなったものの，

依然として減少傾向にあり，平成 30 年度においては，平成 30 年 7 月豪雨災害の影響により

大幅に利用者が減少している。このため，呉市内において公共交通ネットワークの柱となる

市内路線バスは，１路線を除きすべて赤字経営となっており，特に，赤字路線のうち１路線

は，路線維持基準を下回る収支状況となっており，非常に厳しい経営状況にある。 

 
資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

■ 広島電鉄が運行する市内バス路線の年間乗車人員の推移 

公共交通利用者の減少と高齢化の進展 

市民生活に身近な公共交通（路線バス）の路線維持が難しい状況です。一方，運転

免許返納者が増加しており，市民の移動手段を確保するためには，公共交通の維持は

喫緊の課題となっている。 
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資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

■ 広島電鉄が運行する路線バスの経常収支率（平成 29 年度，平成 30 年度） 

 

また，呉市の高齢者（65歳以上）の運転免許保有割合は増加傾向にあるが，一方で，運転

免許返納者も増加している。 

 
資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

※運転免許の保有者数は各年 12 月末時点，65 歳以上人口は各年 9月末時点 

■ 運転免許の保有者数の推移 

 
資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

■ 運転免許の返納者数の推移  
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資料：広島県資料 

■ 公共交通におけるコロナ禍の影響 

 

 

  

COVID-19 の影響により深刻度を増す公共交通の経営状況 

新型コロナウイルス発生の影響により，人の移動量が激減し，交通事業者の経営状

況は厳しさを増しています。次世代を見据えた公共交通ネットワークの再構築を加速

させる必要があります。 
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3.4 まちづくりのリーディングプロジェクト ～ 呉駅周辺地域総合開発 ～ 

現在，呉市では，「スマートシティ くれ」の実現に向けた，まちづくりのリーディングプ

ロジェクトとして，呉駅周辺地域において，次世代モビリティやＭａａＳなどの先端技術の

導入を見据えながら，鉄道やバス・航路の総合交通拠点となる駅前広場の再整備を中心とす

る総合開発を進めている。 

 

 

 

 
 

 
 

 

■計画の目標 

呉駅周辺地域全体を総合交通拠点として捉え，市全体の交通まちづくりの起点となる，次世代モ

ビリティにも対応した機能整備を推進するとともに，官民連携の手法や積極的な制度活用等により，

居住機能や生活に必要な都市機能を誘導し，市内で最も人口と都市機能が高度に集積した，

Society5.0 の実現に向けた先駆的サービスが展開される次世代のまちなか居住エリアの創出を目

指します。 

■基本理念 

まちの魅力とひとの交流をつなぎ，広げ，新たな価値を創造する 

「交通まちづくりとスマートシティの発信拠点の形成」 

■５つのビジョンと取組内容 

 ビジョン１ 交通まちづくりの起点となる“次世代型“総合交通拠点の形成 

  ①バス・タクシー・自家用車と歩行者を分離した利用しやすい駅前広場の整備 
  ②バス・鉄道・船など交通モード間の接続強化 
  ③新しい交通システムの積極的な導入 
  ④呉駅周辺地域を起点とした広域的な回遊ルートの形成  

 ビジョン２ 市民と来訪者が憩い，賑わい，快適に移動できる駅前空間の創出 

  ①駅・交通ターミナルと一体となった２階レベルの歩行空間 
  ②広場空間を活用した賑わい創出 
  ③市中心部の回遊促進 
  ④次世代モビリティの乗り入れ等広場空間の先進的な活用 

 ビジョン３ 災害時にも頼りになる防災対応型交通拠点の形成      〇 

  ①災害時に一時避難場所等として機能するデッキ広場 
  ②呉駅周辺地域を起点とした災害時の交通ネットワークの確保 
  ③官民連携による防災拠点性の向上 
  ④次世代モビリティによる非常時電力供給 

 ビジョン４ 歩きたくなる・住みたくなる「心地よく過ごせるまちなか」の形成 

  ①駅前の賑わいを創出する複合施設の整備 
  ②複合施設への商業・賑わい機能，居住機能等の導入 
  ③複合施設へのパブリックスペースの設置 
  ④橋上駅を核とした周辺開発の誘導・推進 

 ビジョン５ 「公・民・学」一体で課題を解決し続けるまちづくり    〇 

  ①アーバンデザインセンターの設立 
  ②市民参加による継続的なまちづくりの推進 

呉駅周辺地域総合開発基本計画【令和２年４月】抜粋 
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4. 取組の方向性の検討 

4.1 新技術導入による都市課題解消の効果 

「スマートシティ官民連携プラットフォーム」などを基に新技術の動向を整理すると，以

下の各分野で新技術の開発が進んでいる。 

新技術は様々な分類の技術が複合されていることから，分類－新技術を画一的に分類する

ことは困難であるため，概略的に以下のように大別した。 

 

■ 新技術の分類 

分類 新技術 

通信ネットワークとセンシング技術 ・人流観測技術    ・センシング技術 

・遠隔授業技術    ・モニタリング技術 

・先端ロボット技術  ・先端モビリティ技術 

・ドローン技術    ・自動運転技術 

分析・予測技術 ・顔認証技術     ・ＡＩ（人口知能） 

・先端モビリティ技術 ・自動運転技術 

データプラットフォーム ・ＡＩ（人口知能）  ・マッチング技術 

データの活用（可視化等） ・VR・AR・MR 技術  ・ドローン技術 

・防災 MaaS      ・燃料電池車両・EV 車

両 

 

 

 

呉市の諸課題に対して，導入が考えられる新技術等を選定し，新技術等を導入した時の効

果（導入のねらい）を整理した。 
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■
 
新
技
術
導
入
に
よ
る
呉
市
の
課
題
解
消
の
ね
ら
い
 

呉
市
の
課
題

 
導
入
す
る
新
技
術

 
新
技
術
導
入
の
効
果

(
ね
ら
い

) 

子
育
て
・

 

教
育
分
野

 

少
子

化
へ

の

対
応
 


 安

心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
就
業
環
境
創

出
 


 育

児
へ
の
精
神
的
負
担
の
解
消

 


 安

全
を
守
る
見
守
り
体
制
の
強
化

 


 
顔
認
証
技
術

 


 
人
流
観
測
技
術

 


 
A
I
(人

工
知
能

) 


 
ｾ
ﾝ
ｼ
ﾝｸ
ﾞ技

術
 

○
 子

育
て

世
代

の
経

済
的

な
負

担
や

仕
事

と
の

両
立

の
悩

み
を
解
消
す
る
た
め
，
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
充
実
等
に
よ

り
働
き
方
の
多
様
化
を
実
現
。

 

○
 子

育
て

情
報

サ
イ

ト
等

，
子

育
て

相
談

や
診

療
施

設
予

約
，
保
育
園
・
学
校
情
報
等
子
育
て
に
必
要
な
各
種
情
報

発
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

 

○
 子

供
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，

Ｇ
Ｐ

Ｓ
や

カ
メ

ラ
等

を
活

用
し

た
見

守
り

サ
ー

ビ
ス

の

提
供
。

 

I
C
T

教
育

の

推
進
 


 グ

ル
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
へ
の
対
応

 


 教

育
を
受
け
る
機
会
の
地
域
格
差
の
解
消

 


 Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

 


 
遠
隔
授
業
技
術

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 世

界
中
と
交
流
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
授
業
を
実
現
。
遠
隔
授

業
等
に
よ
り
，
居
住
地
等
に
関
係
な
く
，
均
等
に
教
育
を

受
け
ら
れ
る
機
会
を
確
保
。

 

○
 個

々
の

習
熟

度
や

環
境

等
パ

ー
ソ

ナ
ル

デ
ー

タ
に

基
づ

く
最
適
な
学
習
機
会
を
提
供
。

 

福
祉
保
健

 

分
野

 

高
齢

化
へ

の

対
応
 


 医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差
の
解
消

 


 医

療
受
診
・
介
護
の
高
齢
者
・
家
族
の
負
担
軽
減

 


 安

全
を
守
る
見
守
り
体
制
の
強
化

 


 
遠
隔
医
療
技
術

 


 
先
端
ロ
ボ
ッ
ト

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 電

子
カ
ル
テ
の
共
有
，
遠
隔
医
療
，
遠
隔
投
薬
指
導
等
に

よ
り
，
居
住
地
等
に
関
係
な
く
，
移
動
す
る
こ
と
な
く
，

均
等
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

 

○
 医

療
や
介
護
分
野
で
不
足
す
る
人
材
を
補
う
，
A
I
機
能
を

備
え
た
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 高

齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，
Ｇ

Ｐ
Ｓ

や
カ

メ
ラ

等
を

活
用

し
た

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
の

提

供
。

 

健
康

づ
く

り

の
推
進

 


 デ

ー
タ
ヘ
ル
ス
の
継
続
的
推
進

 


 高

齢
者
の
外
出
機
会
の
拡
大

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
先
端
モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術

 

○
 パ

ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
，
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
の
健
康
管
理
・
指
導
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

 

○
 高

齢
者
の
外
出
機
会
を
促
す
，
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
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■
 
新
技
術
導
入
に
よ
る
呉
市
の
課
題
解
消
の
ね
ら
い
 

呉
市
の
課
題

 
導
入
す
る
新
技
術

 
新
技
術
導
入
の
効
果

(
ね
ら
い

) 

市
民
生
活
・

 

防
災
分
野

 

市
民
主
体
の

 

ま
ち
づ
く
り

 


 地

域
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 ３

Ｄ
マ
ッ
プ
及
び
各
種
都
市
デ
ー
タ
の
融
合
・
分
析
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
現
。

 

防
災
機
能
の

 

強
化
 


 地

域
の
防
災
力
・
消
防
力
の
強
化

 


 災

害
情
報
・
避
難
情
報
の
ス
ム
ー
ズ
な
伝
達

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
V
R
・

A
R・

M
R
技
術

 


 
ド
ロ
ー
ン
技
術

 


 
先
端
ロ
ボ
ッ
ト

 


 
防
災
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

 

○
 災

害
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
，
最
適
な
避
難
誘
導
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
。
避
難
所
情
報
の
発
信
。
感
染
症
等
の
緊
急
情
報

の
発
信
。

 

○
 ３

Ｄ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
災
害
予
測
の
実
現
。
Ｖ
Ｒ
技
術

を
用

い
た

防
災

訓
練

機
会

の
提

供
や

災
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
え
る
化
。

 

○
 消

防
活
動
等
へ
の
ド
ロ
ー
ン
，
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る

救
助
・
消
化
活
動
等
の
迅
速
化
，
効
率
化
。

 

文
化

・
ス

ポ

ー
ツ
分
野

 

伝
統

文
化

の

継
承
 


 芸

術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
拡
充

 


 地

域
文
化
の
普
及
，
情
報
発
信
の
拡
充

 


 伝

統
文
化
の
周
知
・
継
承

 


 
V
R
・

A
R・

M
R
技
術

 
○
 Ｖ

Ｒ
，
Ａ
Ｒ
，
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
地
域
の
伝
統
・
文
化
情
報
発

信
サ
ー
ビ
ス
，
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
サ
ー
ビ
ス
観
光
等
疑
似
体

験
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

ス
ポ

ー
ツ

活

動
ニ

ー
ズ

の

対
応
 


 ス

ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
機
会
の
拡
充

 


 指

導
者
の
高
齢
化
，
後
継
者
不
足
へ
の
対
応

 


 ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

 

○
 指

導
者
不
足
を
補
う
，
Ｖ
Ｒ
，
Ａ
Ｒ
，
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
指
導

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
ま
た
，
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

指
導
機
会
の
提
供
。
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■
 
新
技
術
導
入
に
よ
る
呉
市
の
課
題
解
消
の
ね
ら
い
 

呉
市
の
課
題

 
導
入
す
る
新
技
術

 
新
技
術
導
入
の
効
果

(
ね
ら
い

) 

産
業
分
野

 
経

営
・

生
産

基
盤
の
強
化

 


 経

営
基
盤
の
強
化
・
事
業
継
承

 


 付

加
価
値
の
高
い
農
水
産
業
の
育
成

 


 新

し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
働
き
方
の
推
進

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
自
動
運
転
技
術

 


 
ド
ロ
ー
ン
技
術

 


 
観
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

 

○
 情

報
分

析
に

よ
る

儲
か

る
農

業
の

実
現

。
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
・

A
I
に
よ
る
暗
黙
知
の
見
え
る
化
。

 

○
 自

動
運
転
車
両
，
ド
ロ
ー
ン
，
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
，
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

技
術

の
導

入
に

よ
る

農
水

産
業

の
作

業
負

荷
の
軽
減
と
効
率
化
。

 

観
光

消
費

額

の
拡
大

 


 付

加
価
値
が
高
く
，
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 


 宿

泊
客
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
。
回
遊
性
の
向
上

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
顔
認
証
技
術

 


 
人
流
観
測
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
自
動
運
転
技
術

 


 
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

 

○
 移

動
と
一
体
と
な
っ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
検
索
，
予
約
，
決

済
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 セ

ン
シ
ン
グ
技
術
・
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
，
人
流
・
回
遊
デ

ー
タ
の
収
集
・
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
。

 

都
市
基
盤

 

分
野

 

公
共
交
通
の

 

維
持
 


 持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
立

 


 ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応

 


 交

通
弱
者
へ
の
支
援

 


 
自
動
運
転
技
術

 


 
先
端
モ
ビ
リ
テ
ィ

 


 
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

 

○
 ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
を
解
消
し
，
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

確
保
す
る
自
動
運
転
車
両
の
導
入
。

 

○
 外

出
機
会
の
向
上
，
回
遊
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
，
フ
ァ

ー
ス

ト
／

ラ
ス

ト
ワ

ン
マ

イ
ル

の
移

動
サ

ー
ビ

ス
の

提
供
。

 

公
共

イ
ン

フ

ラ
の

適
切

な

維
持
管
理

 


 維

持
管
理
作
業
の
効
率
化

 


 ス

マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
推
進

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 ３

Ｄ
マ
ッ
プ
を
用
い
た
，
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
一
元
管
理
に

よ
る
，
維
持
管
理
作
業
の
効
率
化
の
実
現
。

 

○
 ３

Ｄ
マ
ッ
プ
及
び
各
種
都
市
デ
ー
タ
の
融
合
・
分
析
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
現
。
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■
 
新
技
術
導
入
に
よ
る
呉
市
の
課
題
解
消
の
ね
ら
い
 

呉
市
の
課
題

 
導
入
す
る
新
技
術

 
新
技
術
導
入
の
効
果

(
ね
ら
い

) 

環
境
分
野

 
温

室
効

果
ガ

ス
の
削
減

 


 温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
燃
料
電
池
車
両
・

E
V
車
両
 

○
 最

適
で
安
定
し
た
電
力
供
給
に
向
け
た
。
電
力
供
給
・
消

費
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 燃

料
電
池
車
両
・
Ｅ
Ｖ
車
両
の
導
入
に
よ
る
低
炭
素
化
の

実
現

と
災

害
時

に
お

け
る

移
動

可
能

な
電

力
供

給
基

地
の
確
保
。

 

ご
み

の
減

量

化
推
進

 


 ご

み
の
減
量
化

 


 ゴ

ミ
収
集
の
最
適
化
・
効
率
化

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 食

品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
，
ご
み
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 ゴ

ミ
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
分
析
に
よ
る
，
ゴ
ミ
収

集
ル
ー
ト
の
最
適
化
と
回
収
状
況
の
見
え
る
化
。

 

行
政
経
営

 

分
野

 

住
民

サ
ー

ビ

ス
の

維
持

向

上
 


 健

全
な
財
政
運
営

 


 行

政
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
，
効
率
化

 


 
マ
ッ
チ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 感

染
症

対
策

も
踏

ま
え

た
行

政
事

務
に

関
す

る
デ

ジ
タ

ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
，
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 ニ

ー
ズ

と
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
よ

る
新

サ
ー

ビ
ス

の
提
供
。

 

高
速

通
信

網

の
整
備

 


 民

間
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
発
促
進

 
○
 産

・
官
・
学
連
携
に
よ
る
，
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
。
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4.2 呉市スマートシティのターゲットとする課題と展開の方向性 

呉市の諸課題を分類整理すると，「交通基盤」重複的な課題として把握できる。 

そこで，呉市スマートシティは，呉市の諸課題に対して，官民連携により新技術等の導入

により課題解決に取組む呉市スマートシティを推進する中で，先行取組として，平成 30 年 7

月豪雨災害の教訓を踏まえながら，喫緊かつ重複的な課題である「交通基盤」分野をターゲ

ットにＩＣＴ基盤の実装を進め，各分野の領域で取組を展開・拡大していくものとする。 

 
■ 課題マトリクス（ターゲットとする課題） 

 

 
■ 取組の展開・拡大イメージ 

安全 安心快適 健康

交流促進 効率的都市経営

都市ブランド

都市のリ・デザイン

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

ひ

と

中

心

交通基盤
高速通信網
の整備

健康づくり
の推進

ＩＣＴ教育
の促進

伝統文化の
継承

公共インフラの
適切な維持管理

観光消費額
の拡大

市民主体の
まちづくり

温室効果ガス
の削減

経営・生産基盤
の強化

高齢化
への対応

少子化
への対応

住民サービス
の維持向上

スポーツ活動
ニーズの対応

防災機能
の強化

ごみの減量化推進

平成30年7月
豪雨災害
の教訓

公共交通
の維持

安 全
安 心

快 適
健 康

交 流
促 進

効 率 的
都市経営

都市ブランド

都市のリ・デザイン

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

ひ

と

中

心

官民連携
の促進

データの
連携・活用

スマートシティくれ
の推進

モビリティ
の革新

ICT基盤
交通基盤
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4.3 区域の目標（ビジョン）の設定 

前項までの整理を踏まえ，交通基盤分野を重点ターゲットとし，呉市の各種課題の解消に

向けてスマートシティを多分野へ展開・拡大するための「呉市スマートシティの目標（ビジ

ョン）」を，以下のとおり設定する。 

 

 

ビジョン 
呉駅周辺地域を起点としたスマートシティの推進による 

都市のリ・デザインとブランド力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 区域のビジョンと目指す５つの都市像 

 

  

■呉駅周辺地域を起点に，次世代モビリティ（次世代ＢＲＴ，自動運転等）やＭａａＳ

などの新技術を取り入れながら，次世代モビリティネットワークを形成し，「誰もが

快適で効率的に移動できるまち」の実現を目指します。 

 

■次世代モビリティネットワーク及びこれにより得られる移動データ等を軸に，都市

データプラットフォーム等を活用した官民連携の取組により，様々なサービスの効

率化・高質化を図り，「災害に強い安全・安心なまち」，「コンパクトで機能的なまち」，

「誰もが快適・健康に暮らせるまち」，「賑わいと交流にあふれるまち」の「オールく

れ」によるスマートシティの実現を目指します。 

交通基盤 誰もが快適で効率的に移動できるまち 

交流促進 賑わいと交流にあふれるまち 

快適・健康 誰もが快適・健康に暮らせるまち 

効 率 的 
都市経営 

コンパクトで機能的なまち 

安全・安心 災害に強い安全・安心なまち 

呉市が目指す５つの都市像 
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■
 
区
域
の
将
来
像

 

誰
も

が
快

適
で

効
率

的
に

移
動

で
き

る
ま

ち

コ
ン
パ
ク
ト
で

機
能
的
な
ま
ち

賑
わ
い
と
交
流
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち

誰
も
が
快
適
・
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち

遠
隔
教
育

テ
レ
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

外
出
支
援

文
化
継
承

Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ

遠
隔
医
療

ド
ロ
ー
ン
配
送

ス
マ
ー
ト
農
業

ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ

燃
料
電
池
・
Ｅ
Ｖ

車
両

ド
ロ
ー
ン
活
用

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
起
点
に

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積
・
活
用
を
加
速

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
と

新
産
業
の
創
出
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4.4 解決すべき課題と取組の方向性の検討 

区域の目標（ビジョン）を具現化するため，呉市の諸課題に対して新技術導入の効果（ね

らい）を踏まえて，呉市スマートシティの目指すべき姿と取組の方向性を検討した。 

「新技術導入の効果（ねらい）」及び「ターゲットとする課題と展開の方向性」を踏まえ

て，“目指すべき姿”及び“取組の方向性”として以下を設定する。 

 

■ 目指すべき姿と取組の方向 

目指すべき姿 取組の方向性 

次世代モビリティネットワークの形成 

①次世代路面電車の実装を通じた持続可能な

交通体系の再構築 

②斜面市街地における高齢者の生活支援 

官民連携によるスマートシティの拡大 
③都市データプラットフォームの構築 

④官民連携プラットフォームの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 呉市のスマートシティ展開・拡大イメージと取組の方向性の関係図 

 

安 全
安 心

快 適
健 康

交 流
促 進

効 率 的
都市経営

都市ブランド

都市のリ・デザイン

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

ひ

と

中

心

官民連携
の促進

データの
連携・活用

スマートシティくれ
の推進

モビリティ
の革新

ICT基盤
交通基盤

①次世代路面電車の実装を通じた
持続可能な交通体系の再構築 

②斜面市街地における
高齢者の生活支援 

③都市データプラット
フォームの構築 

④官民連携プラット
フォームの構築 
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（２）自動運転バス走行実験 

１）実証実験の概要 

実施期間 令和 3年１月 22 日～1月 24 日 

 

実験車両 

自動運転バス （日野ポンチョ改造車） 
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２）実証実験結果（速報） 

実証実験で取得したアンケート結果のうち，新しいモビリティ導入に関する内容の概要を

示す。 

 

○車両の快適性について 

通常のバスと比較して，やや悪

いと感じる方が若干いるが，８割

強の方は快適と感じている。 

 

 

 

 

 

 

○車両の安全性について 

通常のバスと比較して，やや不

安と感じる方が約１２％である

が，約８割の方は安全と感じてい

る。 

 

 

 

 

 

 

○自動運転バスを街なかで見た際のイメージ 

街なかで自動運転バスが走行

しているイメージは約８割の方

は，魅力的に感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

52%
34%

7%
6%

0% 1%
車両の快適性

1.快適

2.やや快適

3.どちらでもない

4.やや悪い

5.悪い

無回答

(通常のバスと比較して)

44%

35%

6%

12%

1% 2%
車両の安全性

1.安全だと感じた

2.やや安全だと感じた

3.どちらでもない

4.やや不安だと感じた

5.不安だと感じた

無回答

(通常のバスと比較して)

62%21%

8%

1% 0%

8%

自動運転バスを街なかで見た際のイメージ

1.魅力的に感じる

2.やや感じる

3.どちらでもない

4.あまり感じない

5.全く感じない

無回答



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻末資料１：ＫＵＲＥスマートシティ実行計画【要約版】 

 

  



 

 

 

 

 

 



呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
に
自
動
運
転
を
拡
大

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
実
行
計
画

（
呉
市
）

平
成
3
0
年
7
月
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
，
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
に
よ
る
復
興
と
地
方
都
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
目

指
す
。

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
，
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
先
駆
的
実
装
を
進
め
，
次
世
代
モ
ビ
リ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
及
び
オ
ー
ル
くれ

に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
拡
大
を
目
指
す
。

目
標

取
組
概
要

体
制

将
来
像

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・市
民
の
高
次
都
市
機
能
へ
の
充
足
感

充
足
感
の
向
上
(R
7
年
度
末
)

・市
民
の
交
通
体
系
へ
の
満
足
度

満
足
度
の
向
上
(R
7
年
度
末
)

・都
市
ﾃﾞ
ｰﾀ
ﾌﾟ
ﾗｯ
ﾄﾌ
ｫｰ
ﾑを
活
用
し
た
新
た
な
ｻｰ
ﾋﾞ
ｽの
実
装
数

5
件
以
上
(R
7
年
度
末
)

・ニ
ー
ズ
・シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
数

3
0
件
以
上
(R
7
年
度
末
)

・コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
加
団
体
数

1
0
者
以
上
(R
7
年
度
末
)

K
U
R
E
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

快
適
な
暮
ら
し
や
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
確
立
に
向
け
て
，
交
通
関
係
デ
ー
タ
を
起

点
に
，
産
学
官
民
の
連
携
に
よ
り
，
成
長
・
拡

張
し
続
け
る
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

質
の
高
い
生
活
と
新
産
業
の
創
造
に
向
け
て
,

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
含
む
幅
広
い
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
育
て
る
「
民
が
主

役
」
の
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

取
組
３

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
に
次
世
代
路
面
電

車
（
次
世
代
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
の

新
技
術
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系

の
再
構
築

取
組
１
次
世
代
路
面
電
車
の
実
装

を
通
じ
た

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

斜
面
市
街
地
，
島
し
ょ
部
等
の
地
形
条
件

で
快
適
に
住
み
続
け
る
た
め
、
生
活
支
援
施
設

と
連
携
し
、
公
共
交
通
を
補
完
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
/

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
交
通
体
系
の
再
構
築

取
組
２

斜
面
市
街
地

に
お
け
る

高
齢
者
の
生
活
支
援

呉
駅
周
辺

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
持
続
的
に
拡
大

次
世
代
路
面
電
車

か
ら
デ
ー
タ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

生
活
支
援
・
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

か
ら
デ
ー
タ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

公

民
学

呉
市

復
建
調
査
設
計

株
式
会
社

広
島
大
学

呉
工
業
高
等
専
門
学
校

自
動
運
転
道
路
環
境
整
備
・

自
動
運
転
導
入
実
証
事
業

～
2
0
2
4
年
度

G
T
F
S
デ
ー
タ
整
備

3
D
都
市
モ
デ
ル
の
整
備

＜
継
続
実
施
＞


交
通
社
会
実
験
（
市
街
地
・斜

面
地
か
ら
島
嶼
部
・
都
市

間
へ
と
順
次
拡
大
）


3
D
都
市
モ
デ
ル
の
整
備


都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築


ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
く
れ

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築


コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
・

構
成
員
の
拡
充


各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
の
展
開

誰
も
が
快

適
で
効

率
的

に
移

動
で
き
る
ま
ち

コ
ン
パ
ク
ト
で

機
能
的
な
ま
ち

ス
マ
ー
ト
農
業

テ
レ
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

賑
わ
い
と
交
流
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち

文
化
継
承

Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ

外
出
支
援

誰
も
が
快
適
・
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

遠
隔
医
療

遠
隔
教
育

ド
ロ
ー
ン
配
送

災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち

ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ

燃
料
電
池

Ｅ
Ｖ
車
両

ド
ロ
ー
ン
活
用

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
と

新
産
業
の
創
出

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
起
点
に

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積
・
活
用
を
加
速

※
官
民
連
携
ﾌﾟ
ﾗｯ
ﾄﾌ
ｫｰ
ﾑの

取
組
（
R
3
～
）
に
よ
り

今
後
更
に
体
制
を
拡
充

※
将
来
的
に
ｱｰ
ﾊﾞ
ﾝﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝｾ
ﾝﾀ
ｰへ
移
行
予
定

蓄
積
デ
ー
タ
の
拡
大

2
0
2
1
年
度
実
装

斜
面
市
街
地
生
活
支
援
M
a
a
S
構
築
・

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
実
証
事
業

2
0
2
5
年
度

取
組
①
、
②
の
実
証
デ
ー
タ
蓄
積
・

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

生
活
支
援
M
a
a
S
の
拡
大

取
組
１ 取
組
２ 取
組
３

自
動
運
転

実
装

2
0
2
9
年
度

生
活
支
援

M
a
a
S
実
装

シ
ス
テ
ム

構
築
完
成

≪
エ
リ
ア
拡
大
≫

市 街 地 ・ 斜 面 地

島 嶼 部 ・ 地 域 間

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
(第

１
期
開
発
)の
完
了
見
込
年

度
(2
0
2
4
年
度
末
)，

あ
る
い
は
2
0
2
5
年
度
末
を
目
途
に
，

実
証
事
業
に
よ
り
改
善
を
行
い
各
取
組
を
実
装
し
，
引
き
続
き

拡
大
・展

開
を
目
指
す
。
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